
1・7・15 4ごみ減量・リサイクル特集

Ｒリユースリユース

Ｒリサイクルリサイクル

電池類を燃やさないごみに混ぜない電池類を燃やさないごみに混ぜないでで

使用済小型家電・パソコンの宅配便回収を開始しまし使用済小型家電・パソコンの宅配便回収を開始しましたた
　市では、携帯電話などの小型家電やパソコンに含まれる金や銀、プラチナなどのレアメタル（希少金属）のリサイクルを推進するとともに、市民
の皆さんの利便性の向上を図るため、小型家電リサイクル法の認定事業者であるリネットジャパン株式会社と５月３０日に協定を締結し、宅配便によ
る回収を６月１日から開始しました。ごみの減量と資源化のため、市民の皆さんのご協力をお願いします。　
■回収品目パソコン、携帯電話、ビデオデッキ、オーディオ機器、キッチン家電、生活家電など
約４００品目
※テレビ、冷蔵庫、洗濯機・乾燥機、エアコンの家電４品目は回収できません
■回収費用①１回の回収につき１箱目のみパソコン本体またはタブレットを含む場合は無料（箱
に入れば何点でも可）②①以外は１箱１,５００円（税抜）
■回収申込の流れ
▷インターネットから「リネットジャパン株式会社」のホームページ（http://www.renet.jp/）
にアクセスし、申し込む
▷段ボール箱（３辺合計１４０cm以内、重さ２０kg以下）を用意して回収物を詰める
※段ボールのお届けサービス（有料）もあります
▷指定した日時に、宅配業者がご自宅に回収に伺います

協定締結式のようす
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　市とシルバー人材センターは、ごみの減量および資源化の推進、ごみ
問題に対する市民の意識向上を図るため、新たに「リユース事業に関す
る協定」を締結し、リユース品の受付・販売を６月２日から開始しまし
た。リユース可能な品をお持ちいただければごみの減量にもつながりま
すので、ぜひ、ご活用ください。
 リサイクル事業所（中町３−１９−１６）
■営業時間月曜・火曜・水曜・日曜日午前１０時〜午後４時（祝日、１２月
２８日〜１月３日は除く）
■販売品目机・いす・カラーボックス等の小型家具類、食器等の小物
類、くつ、かばん、衣類、装飾品、レコード・ＣＤ・ＤＶＤ、書籍、小
型家電（製造５年未満）、その他再使用可能な雑貨等
 ▷リユース品の受付は、営業時間内および金曜日の午後１時〜２時に
行います。なお、金曜日は受付のみで、販売は行っていません▷リユー
ス品の集荷・配送は行っていません。詳しくはお問い合わせください

所

他

 リサイクル事業所（☎０８０−５８９３−３１９６）、シルバー人材センター（☎
０４２−３８３−６１４１）
問

リサイクル事業所でのリユース（再使用）品の受付・販売を開始しましリサイクル事業所でのリユース（再使用）品の受付・販売を開始しましたた

　日ごろから、ごみの減量と資源化にご協力いただきまして、ありがとう
ございます。
　市では、現在、中間処理場（貫井北町１丁目）で燃やさないごみと粗大
ごみ、有害ごみの中間処理を行い、プラスチックごみの保管と積み替えを
しています。また、空缶・古紙等処理場（中町３丁目）で空き缶・金属・
ペットボトルの選別と圧縮、布と古紙の一部を一時保管しています。
　両施設では、通年で見学を受け付けています（要事前申込）。空缶・古
紙等処理場では、処理の工程を見たり、実際のにおいなどを体験すること
ができます。夏休みの自由研究にもいかがでしょうか。
　生活するうえで、ごみは必ず発生するものですが、生ごみの水切りをす
る、プラスチックや缶、ペットボトル、びんを水洗いし乾かすなどのひと
手間で、ごみのにおいは抑えられます。一人ひとりのご協力をお願いいた
します。
【５月分のごみ排出量報告】
　５月分の燃やすごみ１人１日当たり排出量は、２６２.４ｇとなり、目標値
（２６９.０ｇ）を６.６ｇ下回りました。

○２２１

ごみ1人1日当たりの排出量（単位：g）

（参考）燃やすごみ
前月・前年度同月の排出量 274.0 269.4

元年度
4月

30年度
5月

（参考）燃やさないごみ
前月・前年度同月の排出量 34.8 38.2

元年度
4月

30年度
5月燃やさないごみ

（市内全域） 39.1 32.5 6.6
5月 目標量 差引

燃やすごみ
（市内全域） 262.4 269.0 △6.6

5月 目標量 差引

目標より
増えちゃった

やった
減量成功

　燃やさないごみに電池類（特にリチウムイオン電池）が混入したこ
とによる機械選別作業中の事故が中間処理場（貫井北町１丁目）で発
生しています。
　たとえ一つのボタン電池でも火災や爆発等の危険性があり、施設で
働く作業員の方々の安全を脅かすだけでなく、施設を損壊する可能性
や施設周辺にお住いの方々に多大な迷惑をかけることにもなります。
　電池類を出す時は以下のことを守り、絶対に燃やさないごみに混入
させないでください。

 

　アルカリ乾電池、マンガン乾電池、リチウム一次電池（コイ
ン型の場合はCRまたはBRから始まる型番の電池）
▷最後まで使い切り、製品から電池類を取り外すこと
▷使い切れていない電池は、なるべくセロハンテープなどで端
子部を絶縁すること
 

　ニッケル水素電池、リチウムイオン二次電池、ニカド電池、
ボタン電池（酸化銀電池、アルカリボタン電池、空気亜鉛電池
でLR、SR、PRなどから始まる型番の電池）は、市では回収して
いません。

出せる電池（市の有害ごみで出してください）

出せない電池（販売店・リサイクル協力店へ）

リサイクル事業所店内のようす


